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AI問診とは？

AIが搭載されたタブレット端末に，患者が自らの訴えを
入力することにより問診を得ること．
看護師に代って問診を得ることができるため，看護師
業務の効率化に役立つことが期待される．
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当院のAI問診

Ubie株式会社の「AI問診 Ubie」

患者が最初に症状を入力すると，症状の程度や頻度，
発症時期に関する質問が次々と画面に表示される．
これは,Aiが次々に自動生成したもの．約20問の質問
に回答すると問診が完了する．
結果は，AIにより医療用語の文章に変換され，
電子カルテに出力される．
同時に，AIが鑑別した10疾患が表示される．
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AI問診導入のきっかけ

問診までの待ち時間の解消

「診察の待ち時間」は，「問診まで」と持ち時間と，「問診
修了から医師の診察開始まで」の待ち時間がある

AI問診の導入により「問診まで」の待ち時間が短縮される
ことを期待した
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当院の待ち時間の実態

受付から問診までの待ち時間は20-30分
問診終了から診察開始までの待ち時間は30分

計1時間の待ち時間あり
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当院の待ち時間の実態

導入前

受付 問診

約30分

診察

20~30分待ち 10分
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当院の問診の体制，患者数

・紹介状なしの内科初診患者は約30人/日

・専任の看護師を一人配置して，内科初診患者の
問診をとる．
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AI問診に期待したこと

・患者の待ち時間の短縮

・看護労働の削減

→初診担当看護師を一人削減させられる
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AI問診の実際

・患者自身の入力を，事務職員がサポートを行う

・看護師は近くにいてred signを見逃さない
→胸痛患者や，一見して体調悪そうな人は看護師に
直接まわす

・問診は，慢性疾患患者向けの問診を行っている看護師の
すぐとなりで行っており，これらの看護師の目も届きやすい．
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AI問診導入に際して危惧されたこと

・年寄りや体調が悪い人が，タブレット操作ができるのか？

・問診の質が落ちるのではないか？

・「冷たい」などといった，患者からの苦情が
増えるのではないか？

・コストがかかるのではないか？
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結果

導入前

受付 問診

約30分

診察

20~30分待ち 10分

導入後
ゼロ 6分

約30分
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結果

・看護師の配置が3人から2人に減らすことができた

・事務職員は一人増員が必要であった

・問診時間は，看護師が約10分のところ，AI問診では約6分
に短縮できた．

・受診者のうち，80%がAI問診を使用し，そのほとんどの
患者は，自分自身で入力できた

・数々の問い合わせ，マスコミからも注目される
こととなった．
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結果2

・事務職員の「やりがい感」が向上し，病院職員としての
アイデンティティの再確認できた
→「患者さんの不安や悩みを直に聞くことが出来て
役に立っているという実感がもてる」

・看護師による問診よりも「むらがない」．最低限の事項は，
全ての患者で記載されている

26

Nagano Chuo Hospital

AI問診のコスト

タブレット 8万×6＝48万円

ランニングコスト 105万円/年
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感想 ～医師～

診察時間 ● “追加問診の量が減ったので 1患者あたり1分ぐ
らい診察時間が短くなった”（医師）

医師からのヒアリングメモ

医師が待たない ● “問診が遅くて「医師が患者を待つ」ことが減っ
た”（医師）
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感想 ～医師・看護師～

網羅性

● “重厚な問診内容を記載する看護師を100％とすると
Ubieは90%程度の内容は記載されている”（医師）

● “AI問診にプラスして事務が書きくわえている。内
容は十分だ。看護師とも引けを取らない”（医師）

● “必要な情報は記載されているのでありがたい。症
状の持続がどのくらいか等聞きモレやすい事も拾え
ている。NRSは参考になっている”(看護師)

標準化 ● “今まで看護師によって問診の質がちがったが、
均一・標準化した”（医師）

医師/看護師からのヒアリングメモ
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感想 ～事務職員～

簡単な業務

事務のやりがい

聞き辛い質問

● “事務がやるのは難しいなと感じることはなかっ
た”

● “30年近く働いてきて、患者にここまで深く介入
したことなかったので楽しかった”

● “項目によっては、男性事務だと若い女性に質問し
づらいので、タブレットがあってよかった”

患者様に入力
してもらえる

● “80-90％の患者は自分で入力可能。高齢者は、家
族が付き添うから、むしろしっかり入力されてい
た”

事務からのヒアリングメモ
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今後の発展

・時間外にも使えないか？

・年齢の高い医師，看護師のIT技術新規導入への抵抗感の減少

・2019年6月から3か月間，試用期間を設けて実施した．
有用と判断し，同年7月から本格稼働を行った．

・AI診断への期待

・AIが診断候補として10疾患を挙げ，参考になっている
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結論

・AI問診を導入することによって，患者の待ち時間の減少，
看護労働の効率化，問診の質の向上が図られた．

・看護師が医師の処置の介助につけるようになったり，
問診の質の向上により診察時間が短くなったりすることが
期待され，医師労働の緩和にも役立つ．

・AI診断が実用化されれば，さらなる診療の質の向上，
医師労働の削減にも大いに役立つことが期待される．
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